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讃
五
経
正
義
札
記
　
(
九
)

-
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
『
附
釈
音
春
秋
左
伝
注
疏
』
に
つ
い
て
ー

は
じ
め
に

本
稿
は
足
利
学
校
遼
蹟
図
書
館
蔵
『
附
釈
音
春
秋
左
伝
注
疏
(
い
わ
ゆ
る
「
十

行
本
」
)
　
を
調
査
し
て
の
報
告
書
で
あ
る
。
結
論
を
前
も
っ
て
述
べ
る
と
す
る

な
ら
、
こ
の
版
本
は
国
の
重
要
文
化
財
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
善
本
と
い
う
べ
き

も
の
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
同
図
書
館
蔵
の
い
わ
ゆ
る
八
行
本
『
周
易
正
義
』
に
次
い
で
刊

行
さ
れ
た
宋
慶
元
六
年
紹
興
府
刻
　
(
宋
元
過
修
)
　
の
八
行
本
『
春
秋
正
義
』
　
(
北

京
図
書
館
蔵
)
　
に
比
べ
て
劣
る
点
が
あ
る
の
は
や
む
を
得
な
い
も
の
の
、
後
世

の
注
疏
本
の
底
本
と
な
っ
た
宋
刊
宋
印
の
善
本
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
『
春
秋
正
義
』
　
の
全
国
訳
を
企
図
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
疏
文
の
校
定
本
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の

際
、
先
ず
拠
る
べ
き
も
の
が
阪
元
『
十
三
経
注
疏
校
勘
記
』
　
(
以
下
「
駈
元
校
勘

記
」
　
「
院
校
」
と
略
称
)
　
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
か
つ
て
述
べ
た
よ

う
に
〔
①
)
、
『
左
伝
注
疏
校
勘
記
』
は
十
三
経
の
中
で
は
、
最
も
出
来
の
良
い

野
間
　
文
史

校
勘
記
だ
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
資
料
と
し
て
現
存
す
る
最
古
の
刊
本
た

る
　
「
南
采
刊
八
行
本
」
　
を
利
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
山
井
鼎
・
荻
生

物
観
『
七
経
孟
子
考
文
補
遺
』
を
通
じ
て
　
「
南
宋
刊
十
行
本
」
　
(
す
な
わ
ち
本
稿

で
取
り
あ
げ
た
足
利
学
校
造
機
図
書
館
蔵
本
、
以
下
r
足
利
十
行
本
」
　
と
略
称
)
　
を
も

参
照
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
筆
者
が
校
定
本
を
作
成
す
る
に
際
し
て
は
、
阪
元
の
見
る
に
及

ば
な
か
っ
た
版
本
を
点
検
す
る
こ
と
が
残
さ
れ
た
作
業
で
あ
っ
た
。
そ
の
ひ
と

つ
が
我
が
国
伝
承
の
軍
琉
本
　
「
正
宗
寺
本
春
秋
正
義
」
〔
②
〕
で
あ
り
、
さ
ら
に

は
南
宋
・
貌
了
翁
『
春
秋
要
義
』
〔
③
)
で
あ
る
。
こ
の
両
種
と
院
元
『
左
伝
注

疏
校
勘
記
』
と
を
対
校
し
た
校
勘
は
全
て
完
了
し
、
そ
の
成
果
は
順
次
公
刊
し

つ
つ
あ
る
〔
④
〕
。

と
こ
ろ
が
最
近
に
な
っ
て
、
上
記
の
両
種
の
み
で
は
、
実
の
と
こ
ろ
不
充
分

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
れ
は
八
行
本
『
春
秋
正
義
』
を
、
こ
れ
ま
で
と

は
異
な
り
、
阪
元
校
勘
記
を
経
る
こ
と
な
く
、
直
接
に
検
討
し
た
結
果
で
あ
る
。

「
続
修
四
庫
全
書
」
　
(
続
修
四
庫
全
書
編
纂
委
員
会
縮
　
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九

六
年
～
二
〇
〇
二
年
)
　
経
部
春
秋
類
中
に
影
印
本
と
し
て
収
め
ら
れ
た
　
「
宋
慶
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元
六
年
紹
興
府
刻
宋
元
邁
修
本
」
　
を
検
討
し
た
そ
の
詳
細
は
拙
稿
を
ご
覧
い
た

だ
く
と
し
て
〔
⑤
〕
、
筆
者
が
得
た
結
論
は
、
阪
元
『
左
伝
注
疏
校
勘
記
』
は
八

行
本
『
春
秋
正
義
』
を
充
分
に
は
活
用
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
う
す
る
と
、
次
に
問
題
と
す
べ
き
は
　
「
十
行
本
」
　
で
は
な
い
か
と
の
疑
念

が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
後
掲
の
先
学
が
す
で
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
阪
刻
嘉

慶
本
」
が
底
本
と
し
た
　
「
十
行
本
」
　
は
宋
刊
本
で
は
な
く
、
元
大
徳
刊
覆
刻
本

あ
る
い
は
明
修
「
正
徳
十
行
本
」
　
だ
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
宋
刊
本
で
あ
る
足
利

学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
『
附
釈
音
春
秋
左
伝
注
疏
』
に
つ
い
て
も
、
『
七
経
孟
子

考
文
補
遺
』
や
玩
元
校
勘
記
を
介
す
る
こ
と
な
く
、
直
接
検
討
す
る
必
要
が
有

る
の
で
は
な
い
か
と
判
断
し
た
わ
け
で
あ
る
。

以
下
、
本
稿
の
内
容
は
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
複
写

を
利
用
し
て
調
査
し
た
成
果
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
阿
部
隆
一
氏
〔
⑦
)
は
、

こ
の
本
は
字
様
が
や
や
偏
平
で
些
少
小
ぶ
り
の
薬
を
僅
か
な
が
ら
混
え
、

そ
れ
は
一
見
補
刻
の
如
く
見
え
る
。
し
か
し
こ
の
本
は
概
し
て
印
面
に
刷

り
む
ら
が
多
く
、
板
木
が
左
程
磨
滅
し
て
い
な
い
の
に
部
分
的
に
邁
過
の

箇
所
が
生
じ
て
い
る
所
を
考
え
合
せ
れ
ば
、
些
少
字
様
の
異
る
葉
と
他
と

の
間
に
印
面
上
原
刻
・
修
補
の
差
異
を
識
別
し
難
い
。
従
っ
て
修
の
よ
う

に
見
え
る
の
は
、
六
〇
巻
の
大
部
で
あ
る
か
ら
版
下
書
に
多
少
字
様
の
優

劣
不
斉
は
免
れ
難
い
こ
と
と
刷
り
む
ら
に
基
づ
く
も
の
で
、
後
修
と
看
倣

す
べ
き
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
　
足
利
十
行
本
の
検
討

現
在
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
『
附
釈
音
春
秋
左
伝
注
疏
』

六
十
巻
全
二
十
五
冊
に
つ
い
て
の
書
誌
学
的
検
討
は
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て

な
さ
れ
て
い
る
。

長
澤
規
矩
也
氏
〔
⑥
〕
に
よ
れ
ば
、
現
存
す
る
「
十
行
本
」
　
の
ほ
と
ん
ど
は

宋
刊
本
で
は
な
く
、
宋
刊
宋
印
は
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
所
蔵
の
『
附
繹
音
毛

詩
註
疏
』
二
十
巻
首
一
巻
三
十
冊
と
、
こ
の
『
附
釈
音
春
秋
左
伝
注
疏
』
六
十

巻
の
み
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
長
澤
氏
は
、
こ
の
版
本
は
初
印
で
な
い
う
え
に
、

補
修
の
部
分
を
含
み
、
「
巳
に
十
行
本
の
原
榛
を
侍
ふ
る
も
の
に
非
ず
と
錐
も
、

字
棲
な
は
采
末
の
も
の
に
似
た
り
」
　
と
述
べ
て
い
る
。

と
述
べ
て
、
長
澤
氏
に
異
見
を
呈
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

賢
者
は
現
物
を
実
見
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
両
氏
の
当
否
を
論
じ
る

資
格
に
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
関
心
は
も
っ
ぱ
ら
疏
文
の
校
定
に
あ

る
た
め
、
宋
印
・
補
修
に
つ
い
て
の
問
題
は
第
二
義
的
な
も
の
と
な
る
。
た
だ
、

後
述
の
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
ま
た
全
体
を
概
観
し
た
う
え
で
の
印
象
で
は
、

や
は
り
両
氏
の
見
解
と
し
て
共
通
す
る
「
宋
刊
采
印
」
と
見
な
し
て
よ
い
よ
う

で
あ
る
。

さ
て
、
筆
者
が
こ
の
た
び
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
玩
元
が
底
本
と
し
た
「
十

行
本
」
　
と
こ
の
　
「
足
利
十
行
本
」
　
と
の
間
に
は
、
同
版
本
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

に
逗
庭
が
有
る
。
以
下
に
そ
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
そ
の
数
は
驚
く
ほ
ど
に
多
い
。

な
お
底
本
は
　
「
玩
刻
嘉
慶
本
」
　
で
あ
る
。
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例
一

〇

[
琉
]
及
姑
姉
妹
○
正
義
日
、
繹
親
云
　
「
父
之
姉
妹
日
姑
」
。
契
光
日
　
「
春
秋
侍

○

云
、
姑
姉
妹
」
。
然
則
古
人
謂
姑
鳥
姑
姉
妹
。
若
父
之
姉
鳥
姑
姉
、
父
之
妹
鳥

0
0

姑
妹
。
列
女
侍
梁
有
節
姑
妹
、
入
火
而
救
兄
子
、
.
是
謂
父
妹
烏
姑
妹
也
。
後
人

従
省
、
故
軍
稀
房
姑
也
。
古
人
稀
祖
父
、
近
世
軍
稀
祖
、
亦
此
類
也
。
(
巴
.
N
u
a
)

右
の
琉
文
に
対
し
、
玩
元
校
勘
記
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

・
父
之
姉
妹
日
姑
　
(
ビ
・
N
u
a
・
N
)
　
「
姉
妹
日
」
三
字
模
糊
、
依
関
本
・
監
本
・
毛

本
補
。
宋
本
「
目
し
作
「
鳥
」
、
輿
愕
親
合
。

・
然
則
古
人
謂
姑
鳥
姑
姉
妹
若
父
之
妨
鳥
姑
妨
　
(
巴
.
N
u
a
.
〕
)
　
「
妹
若
父
」
三

字
模
糊
。
依
関
本
・
監
本
・
毛
本
補
。
宋
本
「
若
」
作
「
蓋
」
是
也
。

・
入
火
而
救
兄
子
(
巴
・
N
u
a
・
巴
宋
本
「
而
救
」
作
「
取
其
」
。
輿
今
列
女
侍
合
。

以
上
の
院
校
の
三
条
が
指
摘
す
る
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
畢
疏
本
　
「
正

宗
寺
本
」
　
(
以
下
r
正
本
」
と
略
称
)
　
も
　
「
采
本
」
　
(
「
八
行
本
」
)
　
に
一
致
す
る
の

み
な
ら
ず
、
「
足
利
十
行
本
」
　
も
ま
た
　
「
宋
本
」
　
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
れ
が
正
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
例
の
よ
う
に
、
「
阪
刻
本
」
　
に
よ
る
限
り
で
は
、
最
初
の
附
釈
音
本
で

あ
る
　
「
十
行
本
」
と
、
軍
疏
本
で
あ
る
　
「
正
本
」
、
そ
し
て
最
初
に
軍
疏
本
に

経
・
伝
・
注
文
を
合
刻
し
た
　
「
宋
本
」
　
と
の
間
に
懸
隔
有
り
と
思
わ
れ
て
い
た
も

の
が
、
実
は
　
「
足
利
十
行
本
」
　
に
お
い
て
も
「
正
本
」
　
「
宋
本
」
　
に
一
致
し
て

い
る
事
例
を
多
数
見
出
し
得
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
足
利
十
行
本
」

は
　
「
院
刻
本
」
　
よ
り
も
は
る
か
に
　
「
正
本
」
　
「
采
本
」
　
に
近
い
こ
と
が
判
明
し

た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
山
井
鼎
・
荻
生
物
観
『
七
経
孟
子
考
文
補
遺
』
で
は
、
後
二
者
に

つ
い
て
は
言
及
し
て
い
る
が
、
紺
の
ノ
「
畳
字
に
つ
い
て
の
記
述
が
無
い
。
ま

た
上
記
の
通
り
、
玩
校
は
『
考
文
』
　
の
成
果
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
あ
る
い

は
　
「
宋
本
」
　
を
挙
げ
れ
ば
こ
と
足
れ
り
と
見
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

例
二

[
疏
]
注
従
先
至
禰
廟
○
正
義
日
、
祭
法
云
　
「
諸
侯
立
五
廟
、
日
考
廟
・
王
考
廟
・

皇
考
廟
・
顧
考
廟
・
祖
考
廟
」
。
此
云
「
禰
廟
」
即
彼
「
考
廟
」
也
。
曲
種
云
「
生

日
父
、
死
目
考
」
。
「
考
」
　
成
也
。
言
有
成
徳
也
。
「
禰
」
　
近
也
。
於
諸
廟
父
最

0
　
　
　
0
0

盛
近
也
。
穏
三
年
之
喪
畢
、
則
以
遷
新
主
入
廟
、
是
「
従
先
君
代
慮
禰
廟
」
也
。

計
昭
穆
之
次
、
昭
次
入
昭
廟
、
穆
次
入
穆
廟
、
皆
代
鳥
祖
廟
、
而
言
「
代
鳥
禰

○

廟
」
　
者
、
是
従
先
君
之
近
也
。
(
U
P
O
さ
・
e
a
)
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右
の
疏
文
に
対
し
、
阪
元
校
勘
記
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

・
稽
三
年
之
喪
畢
　
(
u
P
O
u
a
・
N
)
　
宋
本
無
「
之
」
字
。

・
則
以
遠
新
主
入
廟
　
(
い
・
e
a
・
巴
　
宋
本
「
則
以
」
二
字
作
「
遠
祖
遽
」
三
字
。

各
本
作
「
主
」
、
船
本
誤
「
士
」
。
今
訂
正
。

・
是
従
先
君
之
近
也
　
(
u
・
e
a
・
巴
　
宋
本
作
「
謂
奥
見
在
生
者
鳥
禰
廟
」
。

こ
の
例
で
も
、
「
正
本
」
　
が
　
「
宋
本
」
　
に
一
致
す
る
の
み
な
ら
ず
、
「
足
利

十
行
本
」
も
ま
た
「
宋
本
」
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
考
文
』

で
は
、
前
の
　
「
之
」
字
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
後
二
者
を
指
摘
す
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る
こ
と
例
一
と
同
様
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
玩
校
が
『
考
文
』
　
の
成
果
を
継
承
し

て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
同
様
で
あ
る
。

さ
て
以
上
の
二
例
の
み
で
は
孤
証
の
疑
い
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の

で
、
以
下
に
、
拙
著
『
春
秋
正
義
の
発
展
的
研
究
』
　
(
平
成
1
2
～
1
4
年
度
科
学
研

究
費
補
助
金
(
基
盤
研
究
C
2
)
研
究
成
果
報
告
書
)
　
に
収
録
し
た
　
「
春
秋
正
義
校
勘

記
　
(
巻
第
二
)
」
　
か
ら
、
「
足
利
十
行
本
」
　
が
　
「
宋
本
」
　
「
正
本
」
　
に
一
致
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
阪
刻
本
　
(
が
基
づ
い
た
　
「
十
行
本
」
)
　
で
は
誤
っ
て
い

る
例
を
抜
粋
列
挙
し
よ
う
。
★
印
以
下
は
本
稿
で
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

●
侍
繹
経
意
　
(
O
N
.
0
-
a
.
巴
　
宋
本
・
監
本
・
毛
本
「
侍
」
作
「
博
」
是
也
。
○
今
依

訂
正
。
◎
正
本
も
「
博
」
字
に
作
る
。
★
考
文
は
言
及
し
な
い
。

e
公
卒
故
特
解
之
　
(
O
N
・
〇
ざ
・
巴
　
宋
本
「
公
」
作
「
言
」
。
関
本
・
監
本
・
毛
本
作
「
先

公
卒
」
。
「
故
」
毛
本
作
「
此
」
非
。
◎
要
義
本
も
「
言
」
字
に
作
る
。
こ
れ
が

正
し
い
。
正
本
は
快
字
。
★
考
文
も
指
摘
し
て
い
る
。

e
以
其
所
属
　
(
O
N
.
〇
い
a
⊥
)
　
宋
本
「
其
」
作
「
明
」
是
也
。
◎
正
本
も
宋
本
と
同

様
「
明
」
字
に
作
る
。
★
考
文
も
指
摘
し
て
い
る
。

e
其
父
愛
之
　
(
8
与
草
色
　
宋
本
　
「
愛
」
　
作
　
「
要
」
　
是
也
。
◎
正
本
も
宋
本

と
同
様
「
嬰
」
字
に
作
る
。
要
義
本
は
　
「
愛
」
字
に
作
る
。
★
考
文
も

指
摘
し
て
い
る
。

e
但
馬
桓
年
少
　
(
O
N
.
0
-
7
-
0
)
　
宋
本
　
「
年
」
　
作
　
「
尚
」
。
◎
正
本
・
要
義
本

も
　
「
尚
」
字
に
作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。
★
考
文
も
指
摘
し
て
い
る
。

◎
錐
有
一
統
　
(
O
P
O
等
⊥
)
.
◎
正
本
・
続
四
庫
本
は
「
錐
」
字
を
「
須
」
字
に
作

る
。
こ
れ
が
正
し
い
。
要
義
本
や
定
公
元
年
琉
引
の
秤
例
で
も
「
須
」
字

に
作
る
の
が
そ
の
補
証
。
阪
校
で
宋
本
に
言
及
し
な
い
の
は
遺
漏
か
。

★
関
本
も
「
須
」
字
に
作
る
が
、
考
文
は
言
及
し
て
い
な
い
。

⑳
規
過
云
元
正
鳥
取
始
長
之
義
　
(
P
S
a
・
巴
　
◎
阪
刻
本
の
「
鳥
」
字
を
諸
本

は
「
惟
」
字
に
作
る
。
正
本
・
続
四
庫
本
は
「
唯
」
字
に
作
る
。
こ
れ
が
正

し
い
。
阪
校
は
宋
本
に
言
及
し
な
い
。
★
考
文
も
言
及
し
な
い
。

e
方
遷
其
民
於
敏
郎
　
(
B
⊥
a
⊥
)
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
方
」
作
「
友
」
。

采
本
「
遷
し
作
「
徒
」
、
梓
例
同
。
○
補
十
行
本
初
刻
「
方
」
、
後
改
作
「
友
」
。

◎
正
本
は
宋
本
に
同
じ
く
「
友
徒
其
民
於
敏
郎
」
に
作
る
。
★
考
文
は
言

及
し
な
い
。

e
顔
氏
説
以
鳥
魯
十
二
公
　
(
O
N
⊥
ふ
甲
巴
　
宋
本
「
顔
」
作
「
頴
」
。
案
頴
容
之

「
頴
」
、
後
漢
書
亦
作
r
頴
」
。
王
應
麟
姓
氏
急
就
篇
同
。
不
得
因
鹿
韻
穎

水
字
下
不
言
姓
而
疑
之
也
。
◎
正
本
も
采
本
と
同
様
「
穎
」
字
に
作
る
。

★
考
文
も
指
摘
し
て
い
る
。

◎
如
是
二
君
　
(
e
N
.
1
夢
.
-
)
　
采
本
・
監
本
・
毛
本
「
是
」
作
「
似
」
。
◎
正
本
は
宋

本
と
同
様
「
如
似
二
君
」
に
作
る
。

e
昭
公
二
年
停
日
(
O
N
.
N
旨
.
-
○
)
宋
本
「
公
」
作
「
十
」
是
也
。
◎
正
本
も
采
本

と
同
様
「
十
」
字
に
つ
く
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。
★
考
文
も
指
摘
す
る
。

◎
是
時
宋
来
伐
隠
　
(
O
P
U
浮
⊥
○
)
　
宋
本
作
「
伐
魯
」
是
也
。
◎
正
本
も
宋
本

と
同
様
「
是
時
采
来
伐
魯
」
に
作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。
★
考
文
は
言
及

し
な
い
。

⑳
猶
言
公
立
也
　
(
O
N
.
N
訂
.
-
)
　
宋
本
・
監
本
・
毛
木
「
猶
」
作
「
別
」
。
◎
正
本
も

「
別
」
字
に
作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。

0
堂
有
宋
師
亮
時
巳
乗
成
而
後
去
　
(
O
P
N
計
・
N
)
　
宋
本
「
成
而
後
」
作
「
葬
時

未
」
是
也
。
監
本
・
毛
本
「
未
」
亦
誤
「
後
」
。
◎
正
本
も
宋
本
と
同
様
「
童

有
宋
師
亮
時
巳
乗
葬
時
未
去
」
に
作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。
★
考
文
も
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指
摘
し
て
い
る
。

◎
経
侍
無
其
事
　
(
O
N
・
S
a
・
U
)
　
宋
本
「
経
」
作
「
且
」
。
◎
正
本
は
宋
本
に
同
じ

く
「
且
」
字
に
作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。
★
考
文
も
指
摘
し
て
い
る
。

◎
須
己
氏
　
(
8
・
ざ
・
N
)
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
須
」
作
「
従
」
是
也
。
◎

正
本
も
「
従
」
字
に
作
る
。
玩
刻
本
が
基
づ
い
た
十
行
本
の
み
誤
る
。

◎
卿
尊
自
合
書
各
(
8
・
S
b
・
巴
宋
本
・
毛
本
「
各
」
作
「
名
」
。
◎
正
本
も
「
名
」

字
に
作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。

明　明　明　　明　明
修　修　修　　修　修

存　存

八　〇
巻　巻

香
港
大
　
劉
影

さ
て
、
そ
れ
で
は
何
故
に
右
の
よ
う
な
異
同
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
　
「
玩
刻
本
」
　
が
基
づ
い
た
　
「
十
行
本
」
が
　
「
宋
刊
宋
印
十
行
本
」
　
で
は
な

く
、
後
次
の
覆
刻
本
乃
至
補
修
本
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

阿
部
隆
一
氏
の
　
「
宋
元
版
所
在
目
録
」
　
(
『
阿
部
隆
一
遺
稿
集
』
第
一
巻
末
元
版

篇
　
汲
古
書
院
一
九
九
三
)
　
に
は
、
「
足
利
十
行
本
」
　
以
降
の
諸
版
本
が
以
下

の
よ
う
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。

明
正
徳
修

中
央

中
央

中
央

北
京
崔
捕
　
笹
影

上
海

姦
影

膠
続
記
　
楊
録
　
日
本
伝
来
　
島
田
家

香
港
大

香
港
大

北
京
大

附
釈
音
春
秋
左
伝
注
疏
六
〇
巻

末
建
安
劉
叔
剛
一
経
堂
刊
　
左
右
双
辺
一
〇
行
一
七
字
注
二
三
字

修
　
存
巻
一
-
二
九

修
　
存
巻
三
〇
-
六
〇
　
補
元
刊
本

元
大
徳
刊

明
修

明
修

明
修

北
京
播
絹

故　王　足
官　記　利

中　故　人　静
央　宮　文　嘉

果
た
し
て
　
「
阪
刻
本
」
　
が
基
づ
い
た
　
「
十
行
本
」
　
は
右
の
う
ち
に
在
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
『
左
伝
注
疏
校
勘
記
』
序
の
　
「
引
接
各
本
目
録
」
　
に
は
、

附
繹
音
春
秋
左
侍
注
疏
六
十
巻
　
此
本
離
板
、
聞
刻
功
利
廟
補
、
刊
到
醐

刻
、
刻
瑚
劉
材
、
在
注
疏
中
六
十
巻
本
之
最
善
者
。
…
…
…
今
校
正
義
、

以
此
本
島
接
也
。
又
案
七
脛
孟
子
考
文
補
遺
云
　
「
毛
詩
・
春
秋
編
入
陸
徳

明
経
典
繹
文
、
共
題
目
附
繹
音
、
蓋
輿
正
徳
刊
本
略
似
英
」
、
其
賓
一
也
。

考
文
所
謂
「
正
徳
本
」
即
指
此
本
修
版
虞
而
言
。

と
述
べ
て
、
明
「
正
徳
本
」
　
以
前
の
版
本
の
よ
う
に
記
す
が
、
「
正
徳
本
」
以

降
で
あ
る
と
の
説
も
存
在
す
る
。
後
掲
の
崔
錆
『
餓
琴
銅
釦
棲
蔵
書
目
録
』
等

の
指
摘
が
そ
れ
で
あ
る
。

い
っ
た
い
『
左
伝
注
疏
』
諸
版
本
の
系
譜
は
な
か
な
か
明
ら
か
に
L
が
た
い
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が
、
敢
え
て
単
純
化
し
て
概
略
を
述
べ
る
と
、
次
頁
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

左
俸
注
疏
諸
版
本
系
譜

孔
穎
達
原
本

↑

正
宗
寺
軍
疏
写

=
足
利
本

筆
者
の
印
象
で
は
、
「
南
宋
十
行
本
」
　
が
直
接
　
「
南
宋
八
行
本
」
　
に
つ
な
が
る

可
能
性
は
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
〔
⑧
〕
。
「
軍
疏
写
本
」
　
に
系
譜
づ
け
た
所
以

で
あ
る
。
∵
な
l
お
口
で
囲
ん
だ
の
は
現
存
す
る
も
の
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
「
十
行
本
」
　
に
は
多
く
の
版
本
が
存
在
し
、
遺
憾
な
が

ら
　
「
玩
刻
本
」
　
は
そ
の
最
終
版
に
基
づ
く
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
　
「
十
行

本
」
　
で
あ
り
な
が
ら
、
「
足
利
本
」
　
と
　
「
阪
刻
本
」
　
(
の
祖
本
)
　
と
の
異
同
の
多

さ
の
生
じ
た
原
因
を
、
こ
こ
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
本
節
で
筆
者
の
行
っ
た
ご
と
き
作
業
を
す
で
に
行
っ
て
い
た
の

が
、
崔
鈷
『
銭
琴
銅
釦
棲
蔵
書
目
録
』
で
あ
る
。
そ
の
蟹
玉
に
は
『
左
侍
注
疏
』

の
所
蔵
本
と
し
て
、

・
附
繹
音
春
秋
左
侍
註
琉
六
十
巻
　
末
刊
本

・
附
繹
音
春
秋
左
倖
註
疏
三
十
巻
　
末
刊
本

元
刊
十
行

明
修
正
徳
十
行

阪
　
刻
　
嘉
　
慶
　
十
　
行
　
本

ち
な
み
に
系
譜
中
に
は
書
き
入
れ
て
い
な
い
が
、
.
「
南
宋
八
行
本
」
　
「
南
宋

十
行
本
」
　
が
そ
れ
ぞ
れ
　
「
軍
疏
刊
本
」
　
を
見
た
可
能
性
は
有
る
だ
ろ
う
。
た
だ

の
二
本
を
著
録
し
て
お
り
、
前
者
は
南
宋
刻
本
、
元
時
の
印
本
で
あ
り
、
後
者

は
明
代
の
修
版
本
　
(
い
わ
ゆ
る
「
正
徳
本
」
)
　
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
前
者
の

詳
細
な
解
題
を
施
し
た
後
に
、
こ
の
刊
本
と
　
「
玩
刻
本
」
　
(
崔
氏
目
録
は
「
南
昌

府
學
重
刊
本
」
と
称
す
る
)
　
と
の
異
同
を
記
し
た
　
「
校
校
勘
記
」
　
を
附
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

実
は
こ
の
崔
氏
　
「
校
校
勘
記
」
　
に
よ
っ
て
、
「
足
利
十
行
本
」
　
の
価
値
が
あ

ら
た
め
て
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
崔
氏
『
目
録
』
に
よ
れ
ば
銭

琴
銅
釦
槙
の
所
蔵
本
　
(
前
者
)
　
は
元
代
の
印
本
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
筆

者
前
掲
の
巻
二
の
例
の
1
7
条
に
限
っ
て
み
て
も
、
「
校
校
勘
記
」
　
が
言
及
す
る

の
は
e
・
e
・
◎
・
◎
・
◎
・
◎
・
◎
の
7
条
の
み
で
あ
る
。
こ
の
事
実
こ
そ
　
「
足
利
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十
行
本
」
　
が
宋
刊
元
印
と
い
わ
れ
る
鍾
琴
銅
叙
棲
蔵
本
よ
り
も
さ
ら
に
早
い
時

期
の
印
本
で
あ
る
こ
と
を
裏
書
き
す
る
で
あ
ろ
う
。
長
澤
・
阿
部
両
氏
の
下
し

た
「
足
利
十
行
本
が
宋
刊
采
印
で
あ
る
」
と
の
判
定
が
正
し
い
こ
と
を
証
明
す

る
も
の
で
も
あ
る
。

も
っ
と
も
、
「
玩
刻
本
」
　
に
よ
っ
て
、
「
足
利
十
行
本
」
　
の
誤
刻
が
訂
正
さ

れ
た
箇
所
も
ま
た
少
な
く
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

・
以
鳥
天
地
之
主
非
天
子
則
誰
乎
　
(
0
ヅ
已
a
・
巴
　
宋
本
作
「
以
鳥
天
地
宗
廟
社

稜
之
主
、
君
何
謂
之
巳
孟
平
。
此
言
紐
先
聖
之
後
窯
天
地
之
主
、
非
天
子

則
誰
乎
」
。
.

二
　
正
本
・
宋
本
と
十
行
本
と
の
断
絶

以
上
、
前
節
で
は
「
南
宋
刊
十
行
本
」
と
し
て
の
足
利
本
の
嘉
虜
を
紹
介
し

た
の
で
あ
る
が
、
「
十
行
本
」
と
こ
れ
に
先
行
す
る
「
正
本
」
「
宋
本
(
八
行
本
)
」

と
の
距
離
は
、
や
は
り
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
す
で
に
阪
元
校
勘
記
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
以
下
に
、
そ
の
こ
と

を
示
す
数
例
を
挙
げ
よ
う
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
十
行
本
」
　
に
は
　
「
天
地
」
　
の
後
に
「
宗
廟
社
稜
之
主
君

何
謂
之
巳
重
乎
此
言
纏
先
聖
之
後
鳥
天
地
」
と
い
う
二
十
四
字
の
脱
文
が
存
在

し
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
　
「
正
本
」
　
も
ま
た
　
「
宋
本
」
　
に
一
致
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

例
三

[
疏
]
注
祭
公
至
略
軽
○
正
義
日
、
…
…
…
異
義
「
公
羊
説
、
天
子
至
庶
人
、
皆

親
迎
。
左
氏
説
、
王
者
至
尊
、
無
敵
髄
之
義
、
不
親
迎
」
。
鄭
玄
駁
之
日
「
文

王
親
迎
於
洞
濱
、
即
天
子
親
迎
也
。
天
子
錐
尊
、
其
於
后
則
夫
婦
也
。
夫
婦
判

合
、
穏
同
一
鰭
、
所
謂
無
敵
、
豊
施
於
此
哉
。
頑
記
哀
公
開
日
『
寛
而
親
迎
、

○

不
巳
重
乎
』
。
孔
子
封
日
『
合
二
姓
之
好
、
以
纏
先
聖
之
後
、
以
鳥
天
地
之
主
、

非
天
子
則
誰
乎
』
」
、
是
鄭
以
天
子
督
親
迎
也
。
…
…
…
(
○
岩
N
b
・
e
a
)

右
の
疏
文
に
対
し
、
院
元
校
勘
記
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

例
四【

伝
】
季
武
子
興
、
再
拝
稽
首
、
日
「
小
國
之
仰
大
國
也
、
如
司
利
之
仰
膏
雨

蔦
。
若
常
膏
之
、
其
天
下
輯
睦
。
童
唯
傲
邑
」
。
賦
六
月
。

【
注
】
六
月
、
芦
吉
甫
佐
天
子
征
伐
之
詩
。
以
晋
侯
比
吉
甫
出
征
以
匡
王
國
。

○
仰
如
字
。
徐
五
亮
反
。
下
同
。
膏
雨
如
字
。
徐
古
報
反
。
常
膏
古
報

反
。
又
如
字
。
輯
音
集
。
本
又
作
集
。
(
い
ナ
○
旨
)

右
の
例
に
は
疏
文
が
無
く
、
ま
た
こ
こ
で
は
【
伝
】
【
注
】
は
便
宜
的
に
補

っ
た
も
の
。
こ
の
部
分
で
、
阪
元
校
勘
記
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

其
天
下
輯
睦
　
(
宣
・
〇
〕
7
巴
　
繹
文
云
「
輯
」
本
又
作
「
集
」
。
李
注
文
選
王
元
長
永

明
十
一
年
策
秀
才
文
引
侍
作
「
集
睦
」
。
案
「
集
」
「
輯
」
古
宇
通
。
○
按
此
節

注
下
有
「
百
穀
○
正
義
日
穀
之
種
類
極
多
言
百
學
成
数
也
」
疏
文
一
段
。
宋

本
誤
在
上
節
正
義
「
略
言
其
病
創
耳
」
之
下
。
各
本
皆
脱
。

191
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こ
れ
は
、
宋
本
に
は
伝
文
　
「
如
百
穀
之
仰
膏
雨
焉
」
　
の
　
「
百
穀
」
　
に
対
応
す

る
疏
文
が
存
在
し
て
い
る
の
に
、
「
十
行
本
」
　
(
以
後
の
版
本
す
べ
て
)
　
に
は
そ

れ
が
脱
落
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
　
「
正
本
」
　
は

「
宋
本
」
　
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
例
三
と
同
様
で
あ
る
。

た
だ
し
、
阪
校
が
　
「
宋
本
は
誤
り
て
上
節
正
義
の
略
言
其
病
創
耳
の
下
に
在

り
」
　
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
こ
れ
こ
そ
が
誤
り
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
八
行

本
」
　
は
伝
文
を
ま
と
め
て
記
述
し
た
後
に
、
多
く
の
標
起
止
以
下
の
疏
文
も
ま

た
ま
と
め
て
挿
入
す
る
た
め
、
.
「
十
行
本
」
　
で
は
一
見
遠
く
離
れ
た
疏
文
が
並

記
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
て
、
決
し
て
　
「
誤
在
上
節
正
義
」
　
で
は
な
い
。
こ

の
こ
と
は
　
「
八
行
本
」
　
が
軍
疏
本
を
中
心
に
し
て
、
こ
れ
に
経
・
伝
・
注
文
を
合

刻
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

こ
う
い
う
点
か
ら
し
て
も
、
玩
校
作
成
時
に
直
接
「
宋
本
」
　
を
眼
前
に
お
い

て
は
い
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
拙
稿
〔
⑳
〕
で
　
「
院
校
す
な
わ

ち
厳
木
…
は
、
直
接
に
は
八
行
本
を
見
て
い
な
い
、
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
の

で
あ
る
」
　
と
述
べ
た
こ
と
が
思
い
合
わ
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
。

例
五

附
繹
音
春
秋
左
侍
注
疏
巻
第
五
十
七
　
哀
元
年
畠
五
年

杜
氏
注
　
孔
穎
達
琉

哀
公
○
陸
自
、
哀
公
名
簿
、
定
公
之
子
、
蓋
夫
人
定
姐
所
生
。
敬
王
二
十
八
年

0
0

即
位
。
論
法
「
恭
仁
短
折
目
哀
」
。
【
疏
]
同
上
。
(
3
.
0
-
a
)

右
の
例
は
巻
五
十
七
の
冒
頭
部
分
で
あ
り
、
疏
文
は
「
同
上
」
の
二
字
の
み
。

こ
れ
に
対
し
、
阪
元
校
勘
記
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

・
同
上
　
(
3
・
e
-
a
・
巴
　
宋
本
作
「
正
義
日
、
魯
世
家
云
、
哀
公
名
落
。
定
公

之
子
。
蓋
是
夫
人
定
姐
所
生
。
以
敬
王
二
十
六
年
即
位
。
詮
法
、
共
仁

短
折
目
哀
」
。
按
此
古
本
之
最
善
虞
。
坊
刻
改
鳥
「
同
上
」
以
省
字
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
采
本
」
　
の
疏
文
は
『
経
典
繹
文
』
と
全
く
同
一
で
あ
り
、

そ
の
た
め
　
「
十
行
本
」
　
以
下
で
は
、
疏
文
を
省
略
し
て
　
「
同
上
」
　
と
表
記
し
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
軍
疏
本
の
　
「
正
本
」
　
は
　
「
宋
本
」
　
に

一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
た
だ
し
「
正
本
」
　
は
「
誼
法
」
を
「
溢
法
」
　
に
作
っ
て

お
り
、
実
は
　
「
宋
本
」
　
も
ま
た
同
様
で
あ
る
こ
と
が
　
「
続
修
四
庫
全
書
」
　
影
印
本
に
よ
っ

て
判
明
し
た
。
阪
校
の
失
校
で
あ
る
。
)

こ
れ
は
　
「
十
行
本
」
　
が
『
経
典
繹
文
』
を
附
刻
し
た
た
め
に
生
じ
た
現
象
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
で
、
こ
の
こ
と
も
含
め
て
、
「
附
釈
音
本
」
　
と
し

て
全
き
経
・
伝
・
注
・
琉
の
合
刻
本
の
形
式
に
編
成
す
る
に
際
し
、
そ
れ
ま
で
の

軍
疏
本
の
形
式
を
大
幅
に
変
容
さ
せ
る
部
分
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
例
四
の

場
合
も
、
そ
の
こ
と
に
伴
う
誤
り
で
あ
っ
た
。
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例
六

[
疏
]
聖
人
至
鳥
災
○
正
義
日
、
「
無
電
」
　
復
云
　
「
雌
有
不
慮
災
」
　
者
、
言
有
相

形
之
勢
也
。
「
聖
人
在
上
、
無
電
」
、
言
必
無
、
錐
有
不
鳥
災
、
復
見
　
「
無
電
」

之
意
。
猶
論
語
　
「
祭
肉
不
出
三
日
、
出
三
日
不
食
之
央
」
。
(
お
.
N
-
b
)

右
の
琉
文
に
対
し
、
玩
元
校
勘
記
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。



讃五経正義札記(九)(野間)

・
正
義
日
無
電
　
(
畠
・
N
-
b
・
邊
　
宋
本
「
日
」
下
有
「
無
電
謂
無
害
物
之
電
錐
有

依
時
小
電
不
興
物
鳥
災
也
劉
焙
云
既
云
」
二
十
五
字
。
案
儀
穂
綿
通
解

引
同
。

こ
れ
も
ま
た
長
文
の
脱
文
の
指
摘
で
あ
る
が
、
「
正
本
」
　
は
　
「
宋
本
」
　
に
一

致
し
て
い
る
。
こ
れ
を
補
っ
た
　
(
波
線
部
)
　
疏
文
は
以
下
の
通
り
。

正
義
日
、
「
鰯
感
↓
珊
無
感
感
力
感
。
一
撃
想
盟
望
用
頑
、
再
興
拗
嘲
明
喝
。

昭
司
、
望
「
無
電
」
、
復
云
「
雌
有
不
鳥
竺
者
、
言
有
相
形
之
勢

也
。
「
聖
人
在
上
、
無
電
」
、
言
必
無
、
錐
有
不
鳥
災
、
覆
見
　
「
無
電
」

之
意
。
猶
論
語
　
「
祭
肉
不
出
三
日
、
出
三
日
不
食
之
央
」
。

ち
な
み
に
右
の
劉
蛇
の
引
用
は
お
そ
ら
く
以
下
の
全
文
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
「
十
行
本
」
に
よ
る
限
り
「
劉
絃
」
と
い
う
表
現
が
見
え
な
い
の
だ
か
ら
、

「
既
云
」
　
以
下
が
劉
弦
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
果
た
せ
る
か
な

劉
焙
の
輯
侠
書
の
ひ
と
つ
王
讃
『
漠
貌
遺
書
砂
』
で
は
こ
の
一
文
を
採
録
し
て

い
な
い
　
〔
⑨
〕
。

と
こ
ろ
が
意
外
な
こ
と
に
馬
國
翰
『
玉
函
山
房
輯
侠
書
』
に
は
　
「
劉
絃
春
秋

左
氏
伝
述
義
」
　
と
し
て
こ
の
一
条
を
採
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
玉
函
山
房

輯
侠
書
』
は
乾
隆
年
間
　
(
一
七
三
六
-
一
七
九
五
)
　
に
章
宗
源
が
編
纂
し
た
も
の

が
基
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時
最
も
流
布
し
て
い
た
の
は
「
十

行
本
」
　
系
統
の
版
本
で
あ
っ
た
。
章
宗
源
は
　
「
八
行
本
」
　
か
ら
採
集
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。

な
お
こ
の
例
六
の
琉
文
に
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
校
勘
記
が
見
え
る
。

・
復
見
無
電
之
意
　
(
畠
.
N
-
b
.
已
　
采
本
「
復
」
作
「
覆
」
。

実
は
　
「
正
本
」
　
も
　
「
覆
」
　
字
に
作
り
、
そ
し
て
こ
れ
は
　
「
十
行
本
」
　
も
　
「
宋

本
」
　
に
一
致
し
て
い
る
。

以
上
、
本
節
で
挙
げ
た
諸
例
は
、
「
正
本
」
　
「
采
本
」
　
と
　
「
十
行
本
」
　
と
の

断
絶
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
右
の
最
後
の
例
や
前
節
で
挙
げ
た

諸
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
「
足
利
十
行
本
」
　
は
そ
の
断
絶
を
あ
る
程
度
埋

め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
ま
た
逆
に
、
「
足
利
十
行
本
」
　
と
そ
れ
以
後

の
覆
刻
本
・
補
修
本
と
の
距
離
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
「
足
利

十
行
本
」
　
は
や
は
り
善
本
で
あ
る
。
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三
　
山
井
鼎
・
荻
生
物
観
『
七
経
孟
子
考
文
補
遺
』

周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
　
「
足
利
十
行
本
」
　
を
含
む
足
利
学
校
所
蔵
本
の
価
値

を
高
く
評
価
し
、
そ
の
内
容
を
精
査
し
た
成
果
が
、
山
井
鼎
・
荻
生
物
観
『
七

経
孟
子
考
文
補
遺
』
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
書
が
他
な
ら
ぬ
阪
元
『
十
三
経
注

疏
校
勘
記
』
を
生
ん
だ
機
縁
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
詳
述
さ
れ

て
い
る
。
狩
野
直
吉
氏
　
「
山
井
鼎
と
七
経
孟
子
考
文
補
遺
」
　
(
『
内
藤
博
士
還
暦

祝
賀
支
那
學
論
叢
』
一
九
二
六
　
『
支
那
學
文
薮
』
所
収
一
九
二
七
・
一
九
七
三
)

や
吉
川
幸
次
郎
氏
　
「
東
方
文
化
研
究
所
善
本
提
要
　
経
部
・
十
三
繹
注
疏
　
(
嘉

靖
中
福
建
刊
本
　
山
井
鼎
山
井
瑛
助
手
校
」
　
(
『
東
方
學
報
京
都
』
第
十
冊
第
三
分
一
九

三
九
　
全
集
第
1
7
巻
)
・
「
日
本
人
の
知
恵
-
山
井
鼎
と
国
文
学
-
」
　
(
「
熊
本
日
日
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新
聞
」
一
九
六
九
　
全
集
第
1
8
巻
)
　
等
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

本
節
で
は
『
七
経
孟
子
考
文
補
遺
』
中
の
『
左
侍
注
疏
』
に
つ
い
て
、
し
か

も
琉
文
に
限
定
し
て
検
討
し
た
結
果
を
述
べ
て
み
た
い
。

さ
て
、
こ
の
事
が
参
照
し
た
注
疏
本
の
　
「
今
本
」
　
と
し
て
挙
げ
る
の
は
　
「
七

脛
孟
子
考
文
補
遺
凡
例
」
　
で
述
べ
る
以
下
の
四
種
で
あ
る
。

が
い
ず
れ
も
誤
っ
た
例
に
つ
い
て
は
、
『
考
文
』
　
の
言
及
し
得
な
い
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
れ
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
「
八
行
本
」
　
を
資
料
と
し

た
玩
元
校
勘
記
が
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
所
以
で
あ
る
。

い
っ
た
い
『
考
文
』
で
は
異
同
を
表
記
す
る
の
を
主
た
る
目
的
と
し
、
敢
え

て
本
文
の
是
非
を
決
す
る
こ
と
に
は
か
な
り
消
極
的
で
あ
る
が
、
「
凡
例
」
で
、

有
正
徳
本
者
、

有
嘉
靖
本
者
、

有
嘉
靖
本
者
、

有
崇
禎
本
者
、

廼
明
正
徳
刊
十
三
経
註
疏
、
世
稀
有
之
。

廼
明
嘉
靖
刊
十
三
経
註
疏
、
世
流
布
本
也
。

廼
明
萬
暦
刊
十
三
経
註
疏
、
世
流
布
本
也
。

廼
明
崇
禎
中
、
汲
古
間
刊
十
三
経
註
疏
、
世
流
布
本
也
。

有
日
補
関
者
、

有
日
補
脱
者
、

有
日
正
誤
者
、

有
日
謹
按
者
、

世
流
布
本
映
字
若
句
者
、
今
接
所
校
以
補
之
。

繹
文
所
閲
、
乃
按
其
元
文
補
入
之
。

字
若
句
無
所
映
、
而
誤
寓
灼
然
者
也
。

其
似
渉
雨
可
、
両
賞
窺
其
不
然
者
、
亦
獲
諸
校
櫛
之
際
、

然
恐
辟
視
者
之
或
惑
、
故
敢
断
以
己
意
也
。

そ
し
て
「
而
此
編
所
校
、
以
崇
槍
本
島
主
、
参
以
詠
本
、
以
崇
禎
本
世
所
尚

也
」
　
と
述
べ
る
よ
う
に
、
『
左
侍
疏
』
考
文
に
関
し
て
い
え
ば
、
基
本
的
に
は

「
毛
本
」
　
(
「
崇
禎
本
」
「
汲
古
関
本
」
)
　
と
「
足
利
十
行
本
」
と
の
異
同
を
記
し
た

こ
と
に
な
る
。

実
は
こ
こ
に
す
で
に
『
考
文
』
　
の
価
値
と
限
界
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
そ
の
価
値
と
は
、
「
十
行
本
」
　
の
最
初
の
版
本
で
あ
る
宋

版
と
流
布
本
と
の
間
の
異
同
の
指
摘
で
あ
る
。
同
じ
　
「
十
行
本
」
　
の
系
統
で
あ

り
な
が
ら
、
そ
の
異
同
の
数
は
驚
く
ほ
ど
に
多
い
。
そ
の
具
体
例
の
一
端
は
第

一
節
で
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
「
足
利
十
行
本
」
　
は
ま
こ
と
に
宋
版
に
ふ
さ

わ
し
く
、
誤
り
の
少
な
い
版
本
で
あ
っ
た
。′

し
か
し
な
が
ら
そ
の
限
界
と
偲
、
山
井
・
荻
生
両
氏
の
精
査
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
が
　
「
十
行
本
」
　
の
範
囲
に
止
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
節
に

挙
げ
た
　
「
正
本
」
　
「
采
本
」
　
の
み
が
正
し
い
例
、
つ
ま
り
「
十
行
本
」
諸
版
本

と
い
う
よ
う
に
、
時
と
し
て
判
定
を
下
す
場
合
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
判
定
は

お
お
む
ね
が
正
し
い
。
こ
れ
は
山
井
氏
の
学
識
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
以
下
の
例
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
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例
七

〇
注
羊
舌
至
軍
尉
○
正
義
日
、
「
羊
舌
」
氏
也
。
爵
烏
大
夫
、
縫
目
羊
舌
大
夫
、

○

不
知
其
如
何
也
。
此
人
生
羊
舌
職
、
職
生
叔
向
、
故
鳥
「
叔
向
祖
父
」
。(〓.-Ia)

右
の
疏
文
に
対
し
、
『
考
文
』
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
(
〓
内

は
小
字
双
行
、
小
○
印
は
筆
者
が
施
し
た
も
の
。
)
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因
不
知
其
如
何
也
[
十
八
菓
右
九
行
]
宋
板
、
如
作
如
。
〔
謹
按
〕
不
可
解

○

也
。
恐
姓
字
誤
。

す
な
わ
ち
諸
本
が
　
「
如
」
字
に
作
る
の
を
、
「
足
利
十
行
本
」
　
で
は
　
「
知
」

字
に
作
る
が
、
い
ず
れ
も
誤
り
で
、
こ
れ
は
　
「
姓
」
字
に
改
め
る
べ
き
だ
と
い

う
の
が
『
考
文
』
　
の
校
訂
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
条
に
つ
い
て
、
玩
元
校
勘

記
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

・
不
知
其
名
何
也
　
(
〓
⊥
命
と
　
宋
本
「
如
」
作
「
名
」
不
誤
。

つ
ま
り
　
「
八
行
本
」
　
の
　
「
名
」
字
に
作
る
の
が
正
し
い
、
と
い
う
の
が
阪
校
の

判
定
で
あ
る
。
果
た
せ
る
か
な
　
「
正
本
」
も
ま
た
同
様
「
名
」
字
に
作
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
『
考
文
』
　
の
校
訂
が
　
「
十
行

本
」
　
の
範
囲
を
超
え
る
の
は
、
や
は
り
容
易
で
は
な
か
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。な

お
、
山
井
鼎
の
業
績
に
言
及
す
る
者
は
多
い
が
、
荻
生
物
観
の
　
「
補
遺
」

に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
の

観
る
と
こ
ろ
、
「
補
遺
」
　
の
成
果
も
極
め
て
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の

こ
と
は
特
に
『
左
侍
注
疏
』
の
場
合
に
顕
著
で
あ
る
よ
う
だ
。
物
観
の
手
に
な

る
『
七
脛
孟
子
考
文
補
遺
』
序
に
、

但
前
書
頗
有
所
遺
漏
。
臣
愚
昧
、
綴
拾
千
校
僚
之
際
、
敢
補
前
書
之
開
、

以
係
各
條
後
、
題
目
補
遺
。

と
述
べ
て
い
る
が
、
『
七
経
孟
子
考
文
補
遺
』
　
へ
の
高
い
評
価
も
、
荻
生
物
観

の
　
「
補
遺
」
　
を
待
っ
て
は
じ
め
て
下
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
筆
者
が
こ
の
た
び
検
討
し
た
結
果
で
は
、
こ
の
補
遺
を
も
っ
て
し

て
も
な
お
遺
漏
が
有
る
の
は
ど
う
し
た
と
と
か
。
第
一
節
で
挙
げ
た
諸
例
中
で

も
す
で
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
以
下
に
別
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
拙

著
『
春
秋
正
義
の
基
礎
的
研
究
』
　
(
平
成
9
～
1
1
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
基
盤
研

究
C
2
)
研
究
成
果
報
告
書
)
　
に
収
録
し
た
　
「
春
秋
正
義
校
勘
記
」
　
中
の
、
た
と

え
ば
巻
九
か
ら
、
『
考
文
』
の
遺
漏
と
思
わ
れ
る
も
の
を
抜
粋
列
挙
し
よ
う
。

・
柘
字
従
示
神
之
也
　
(
O
や
〇
㌢
・
巴
　
采
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
並
」
作
「
示
」
。

此
本
誤
作
「
不
」
r
。
今
訂
正
。

・
文
姜
喜
公
女
　
(
○
ア
ー
O
a
・
巴
　
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
喜
」
作
「
倍
」
不
誤
。

◎
正
本
・
阪
刻
本
と
も
に
「
億
公
」
に
作
っ
て
、
誤
ら
ず
。

・
侍
日
鳥
掃
汝
陽
之
因
(
O
や
〓
b
・
巴
　
采
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
因
」
作
「
田
」

是
也
。
◎
正
本
・
阪
刻
本
と
も
に
「
田
」
字
に
作
っ
て
、
誤
ら
ず
。

・
逃
居
匹
夫
逃
窟
　
(
○
ア
ー
爵
・
巴
　
宋
本
・
監
本
・
毛
本
「
居
」
作
「
若
」
不
誤
。
◎

正
本
も
宋
本
諸
本
と
同
様
「
若
」
字
に
作
る
。
こ
れ
が
正
し
い
。

・
所
以
助
歎
也
　
(
○
?
-
詮
⊥
)
　
関
本
・
監
本
・
毛
本
作
「
助
勒
」
非
也
。

・
掌
守
主
宮
之
中
門
之
禁
(
O
や
-
ざ
立
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
主
」
作
「
王
」

是
也
。
◎
正
本
も
宋
本
諸
本
と
同
様
「
王
」
字
に
作
っ
て
、
誤
ら
ず
。

・
宋
公
使
革
元
来
碑
　
(
O
P
N
N
F
u
)
　
関
本
・
監
本
「
革
」
作
「
菓
」
亦
非
。
宋
本
・

毛
本
作
「
華
」
是
也
。
◎
正
本
は
「
花
」
字
に
作
る
。
玩
刻
本
は
「
華
」
字
に

作
っ
て
、
誤
ら
ず
。

・
其
状
而
鶴
(
S
占
-
甲
巴
宋
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
而
」
作
「
如
」
。
此
作
「
而
」

195
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誤
。
◎
正
本
・
阪
刻
本
と
も
に
誤
っ
て
「
而
」
字
に
作
る
。
「
如
」
字
が
正

し
い
。

・
蓮
豆
之
薦
　
(
○
や
り
等
.
」
)
　
関
本
・
監
本
・
毛
本
「
蓮
」
作
「
邊
」
非
。

以
上
の
九
例
は
、
「
足
利
十
行
本
」
　
が
後
次
の
　
「
十
行
本
」
　
系
諸
版
本
と
異

な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
考
文
補
遺
」
　
が
言
及
し
て
い
な
い
も
の
で

あ
る
。あ

る
い
は
、
こ
の
中
に
は
山
井
・
荻
生
両
氏
が
依
拠
し
た
注
疏
本
各
種
の
版

本
が
、
院
元
校
勘
記
の
依
拠
し
た
そ
れ
と
異
な
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
例
も
有
る

か
も
し
れ
な
い
。
先
に
示
し
た
　
「
左
侍
注
疏
諸
版
本
系
譜
」
　
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
版
本
に
も
様
々
な
版
(
初
版
・
重
版
∴
補
修
版
)
が
有
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
　
「
十
行
本
」
　
に
も
覆
刻
本
・
補
修
版
が
有
っ
た
の
と
同
様
に
。

凍
お
、
本
稿
で
は
具
体
的
な
例
を
指
摘
し
な
い
が
、
阪
元
校
勘
記
も
ま
た
『
考

文
補
遺
』
の
成
果
を
充
分
に
は
生
か
し
切
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
我
々
は
先
学
の
業
績
に
充
分
敬
意
を
払
い
つ
つ
も
、
出
来
う

る
限
り
自
分
の
目
で
確
認
す
る
必
要
が
有
る
と
い
う
、
実
に
当
た
り
前
の
結
論

に
行
き
着
く
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
『
附
釈
音
春
秋
左
伝
注
疏
』
の

疏
文
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
す
で
に
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
版
本
は
「
十

行
本
」
　
と
し
て
は
最
善
の
も
の
で
あ
り
、
国
の
重
要
文
化
財
の
名
に
ふ
さ
わ
し

い
宋
刊
宋
印
の
善
本
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
　
「
十
行
本
」
　
と
し
て
の
限
界

を
持
つ
も
の
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
足
利
学
校
蔵
本
と
関
連
し
て
、
山
井
鼎
・
荻
生
物
観
『
七
経
孟
子
考
文

補
遺
』
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
『
左
侍
注
疏
』
　
の
疏
文
に
限
定
し
た
う
え
で
の

結
論
と
し
て
、
そ
の
価
値
と
限
界
と
に
言
及
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

以
下
、
こ
こ
ま
で
論
じ
る
中
で
取
り
あ
げ
得
な
か
っ
た
二
二
二
の
問
題
に
つ

い
て
補
足
と
し
た
い
。

先
ず
そ
の
第
一
点
は
、
「
足
利
十
行
本
」
　
に
は
　
「
八
行
本
」
　
に
比
べ
て
略
字

体
が
多
い
こ
と
で
あ
る
〔
⑪
〕
。
阪
刻
本
で
は
こ
れ
ら
が
ほ
と
ん
ど
正
字
体
に
改

め
ら
れ
て
い
る
。

第
二
点
は
、
旧
稿
で
指
摘
し
た
玩
刻
本
の
誤
刻
の
文
字
に
つ
い
て
〔
⑫
〕
、
実

は
こ
れ
が
　
「
十
行
本
」
　
初
版
の
段
階
で
存
在
し
た
例
が
少
な
か
ら
ず
見
つ
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
中
に
は
、
院
元
校
勘
記
が
言
及
す
べ
き
と

こ
ろ
、
こ
れ
を
見
落
と
し
た
例
が
有
っ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
点
は
、
「
足
利
十
行
本
」
　
に
は
文
字
の
誤
り
を
訂
正
し
た
書
き
入
れ
が

多
数
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
阿
部
隆
一
氏
は
、

こ
の
本
は
巻
一
に
は
室
町
期
の
朱
点
朱
引
朱
圏
点
墨
筆
訓
点
、
巻
二
以
下

に
は
所
々
朱
点
朱
引
墨
訓
点
が
附
さ
れ
、
問
々
書
人
が
存
し
、
そ
の
一
部

は
厚
主
三
要
の
筆
で
、
三
要
手
筆
の
校
字
喜
入
も
見
ら
れ
る
が
、
全
巻
に

亙
っ
て
別
筆
の
精
核
な
る
校
字
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
上
記
の
毛

詩
註
琉
の
そ
れ
と
同
様
山
井
・
根
本
両
人
の
七
経
孟
子
考
文
の
校
勘
の
際

の
吾
人
と
思
わ
れ
る
。
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と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
『
考
文
補
遺
』
中
に
は
書
き
入
れ
に
対
応
す
る
記
述
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述
の
無
い
例
も
有
っ
て
、
必
ず
し
も
　
「
山
井
・
根
本
両
人
の
七
経
孟
子
考
文
の

校
勘
の
際
の
書
入
」
　
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

最
後
に
、
貴
重
書
の
複
写
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
に

対
し
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注①
　
拙
稿
　
「
讃
五
経
正
義
札
記
(
七
)
宋
慶
元
刊
『
春
秋
正
義
』
管
見
」
　
(
東
洋
古
典
學
研

究
第
1
5
集
　
二
〇
〇
三
)
　
を
参
照
。

②
　
拙
稿
　
「
讃
五
経
正
義
札
記
(
八
)
　
『
影
紗
正
宗
寺
本
春
秋
正
義
』
に
つ
い
て
」
　
(
東
洋

古
典
學
研
究
第
1
7
集
　
二
〇
〇
四
)
　
を
参
照
。

③
　
拙
稿
「
貌
了
翁
『
春
秋
要
義
』
に
つ
い
て
」
　
(
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
5
3
巻
特
輯

号
1
」
　
二
九
九
三
　
後
『
五
経
正
義
の
研
究
』
研
文
出
版
一
九
九
八
)
　
を
参
照
。

④
　
拙
稿
　
「
春
秋
正
義
校
勘
記
し
　
(
巻
第
一
～
十
)
　
(
『
春
秋
正
義
の
基
礎
的
研
究
　
平
成

9
年
度
～
1
1
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
C
2
研
究
成
果
報
告
書
』
二
〇

〇
〇
所
収
)
　
並
び
に
　
「
春
秋
正
義
校
勘
記
」
　
(
巻
第
十
一
～
十
八
)
　
(
広
島
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
論
集
第
六
三
春
特
輯
号
一
　
二
〇
〇
二
)
・
「
春
秋
正
義
校
勘
記
」
　
(
巻

第
十
九
上
～
二
十
四
)
　
(
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
第
六
五
巻
特
輯
号
一

二
〇
〇
四
)
。

⑤
　
注
①
前
掲
拙
稿
参
照
。

⑥
　
長
澤
規
矩
也
「
正
徳
十
行
本
注
疏
非
采
本
考
」
(
『
安
井
先
生
頒
壽
記
念
書
誌
學
論
考
』

松
雲
堂
・
関
書
院
一
九
三
七
。
『
著
作
集
第
一
巻
』
一
九
八
二
。
中
文
訳
『
中
国
文

哲
研
究
通
訊
』
第
十
巻
第
四
期
　
二
〇
〇
〇
)
　
に
以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

越
刊
八
行
本
注
疏
に
つ
い
で
、
建
安
の
劉
氏
に
よ
っ
て
、
繹
文
を
注
文
の
下
に

附
刻
せ
し
、
い
は
ゆ
る
附
搾
音
本
の
十
行
本
が
出
版
せ
ら
れ
し
こ
と
は
、
古
く

よ
り
識
者
の
知
る
所
な
り
。
然
る
に
、
十
行
本
の
流
博
す
る
も
の
は
殆
ど
宋
印

本
に
非
ず
し
て
、
多
く
明
修
に
係
り
、
正
徳
中
、
補
修
合
印
せ
ら
れ
し
も
の
は

正
徳
十
行
本
と
よ
ば
れ
、
三
権
三
侍
及
び
周
穏
・
穏
記
・
論
語
・
孟
子
の
十
行

注
疏
本
に
、
儀
穏
白
文
・
儀
穏
園
・
勇
通
園
を
配
し
、
元
刊
九
行
本
爾
雅
注
疏

を
補
ひ
、
孝
経
註
疏
を
新
刻
し
て
加
へ
た
る
も
の
よ
り
成
る
。
故
に
十
三
躍
注

疏
合
刻
の
初
と
も
い
は
れ
な
が
ら
、
寅
は
儀
穏
の
み
は
注
疏
に
非
ざ
る
こ
と
は

博
雅
の
知
る
所
に
し
て
、
又
、
儀
穏
白
文
等
の
三
種
が
宋
刊
明
修
本
に
非
ず
し

て
、
元
刊
明
修
本
な
る
こ
と
も
、
民
国
の
版
本
學
者
の
通
説
に
近
し
。
然
る
に
、

學
界
に
て
は
、
こ
の
正
徳
十
行
本
中
の
十
経
も
、
劉
氏
の
宋
刊
本
を
元
明
に
遼

修
し
た
る
も
の
に
非
ず
し
て
、
寅
は
元
刊
明
修
本
な
る
こ
と
ほ
殆
ど
知
る
人
な

し
。
今
其
事
寮
を
明
に
し
、
併
せ
て
十
行
本
の
種
類
に
及
ば
ん
と
す
。

宋
刊
朱
印
の
十
行
本
注
疏
は
、
予
の
悉
る
所
、
足
利
學
校
遺
蹟
園
書
館
所
蔵
の
、

附
搾
音
毛
詩
註
疏
二
十
巻
首
一
巻
三
十
冊
と
、
附
稗
音
春
秋
左
博
註
疏
六
十
巻

二
十
五
冊
と
あ
る
の
み
。
内
、
毛
詩
は
博
存
采
刊
諸
本
中
に
於
て
も
稀
に
見
る

初
印
本
に
し
て
、
毎
半
兼
十
行
、
毎
行
大
十
八
字
、
小
壁
行
二
十
三
字
、
白
口
、

左
右
隻
連
、
耳
格
あ
り
。
巻
一
首
葉
、
匡
都
内
、
縦
六
寸
三
分
、
横
四
寸
一
分
。

左
博
は
初
印
に
非
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
細
査
す
れ
ば
、
啓
一
の
第
一
至
四
乗
の

如
き
、
補
修
に
係
る
も
の
に
し
て
、
字
種
微
し
く
異
り
、
文
字
に
略
字
柑
多
く
、

且
他
本
を
以
て
按
す
る
に
誤
刻
少
か
ら
ず
。
先
人
巳
に
校
合
、
眉
上
に
疎
筆
を

加
へ
た
り
。
故
に
、
左
侍
は
巳
に
十
行
本
の
原
接
を
俸
ふ
る
も
の
に
非
ず
と
錐

も
、
字
様
な
ほ
宋
末
の
も
の
に
似
た
り
。
左
侍
は
、
毎
半
菓
十
行
、
毎
行
大
十

七
字
、
小
壁
行
二
十
三
字
。
巻
一
首
葉
は
、
線
黒
口
、
左
右
斐
連
、
匡
郭
内
樅

六
寸
三
分
、
横
四
寸
一
分
弱
、
耳
格
あ
れ
ど
、
巻
中
、
版
心
の
白
口
に
し
て
、
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字
数
を
刻
せ
る
も
の
あ
り
。
但
し
、
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
両
書
を
通
じ
て
、

刻
工
姓
名
あ
る
紙
薬
は
一
葉
も
な
き
こ
と
な
り
。
間
筆
は
共
に
　
「
憬
」
　
字
に
及

ぶ
　
(
詩
一
之
二
第
八
乗
表
第
四
行
、
左
侍
序
表
第
八
行
等
)
。

刊
行
者
に
つ
い
て
考
ふ
る
に
、
毛
詩
に
は
、
毛
詩
正
義
序
の
末
に
「
劉
氏
文
府
」

方
形
、
「
叔
剛
」
　
鐘
形
、
「
桂
軒
」
　
鼎
形
　
「
弐
経
堂
」
　
方
形
の
木
記
あ
り
。
左
侍

に
は
、
春
秋
正
義
序
の
未
に
　
「
建
安
劉
叔
剛
父
按
梓
」
　
の
雨
行
末
記
あ
り
、
其

上
方
に
　
「
桂
軒
」
　
「
蔵
書
」
　
二
鼎
形
、
下
方
に
　
「
敬
齋
」
　
爵
形
、
「
高
山
流
水
」

琴
形
の
木
記
あ
り
。
即
ち
、
こ
れ
が
建
安
の
一
経
堂
劉
叔
剛
、
紙
は
敬
斎
　
二

に
桂
軒
)
　
の
刊
す
る
、
十
行
本
の
最
初
の
刻
本
な
り
。

⑦
　
阿
部
隆
一
「
日
本
国
見
在
来
元
版
本
志
経
部
」
　
(
『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
一
八
集
一

九
八
二
　
『
遺
稿
集
第
l
巻
』
汲
古
書
院
一
九
九
三
)
　
の
記
述
を
以
下
に
掲
げ
る
。

附
釈
昔
春
秋
左
伝
註
疏
　
六
〇
巻
　
曹
杜
預
注
　
唐
孔
頴
達
等
硫
　
陸
徳
明

釈
文
　
〔
南
宋
〕
　
刊
　
(
建
安
・
劉
叔
剛
)

(
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
)
　
　
二
五
冊
。
重
文
。
森
志
著
録
。
後
補
艶
出

茶
色
表
紙
　
(
二
五
×
一
五
・
八
糎
)
。
天
地
少
し
裁
断
さ
れ
た
裏
打
改
装
本
。
首

に
　
「
春
秋
正
義
序
/
　
(
低
一
格
)
　
国
子
祭
酒
上
護
軍
曲
阜
県
開
国
子
臣
孔
頴
達

奉
/
　
(
低
一
格
)
　
勅
撰
」
　
あ
り
。
序
の
尾
題
の
次
に
、
「
桂
/
軒
J
　
(
鼎
形
)
　
「
蔵

書
」
　
(
鼎
形
)
　
「
建
安
劉
叔
/
剛
父
録
梓
」
　
「
敬
/
斎
」
　
(
爵
形
)
　
「
高
山
流
水
」
　
(
琴

形
)
　
の
木
記
が
刻
さ
る
。
本
文
巻
首
　
「
附
釈
音
春
秋
左
伝
註
疏
巻
第
一
」
　
と
屈

し
、
第
二
行
よ
り
第
四
行
に
か
′
け
低
二
格
を
以
て
　
r
国
子
祭
酒
上
護
軍
曲
阜
県

開
国
子
臣
孔
頴
達
等
奉
/
勅
撰
/
国
子
博
士
兼
太
子
中
允
贈
斉
州
刺
史
呉
県
開

国
男
臣
陸
徳
明
釈
文
」
　
と
題
署
さ
る
。
巻
二
以
下
は
撰
者
題
は
次
行
に
三
格
乃

至
四
格
を
低
し
て
　
r
杜
氏
　
(
隔
四
乃
至
五
格
)
　
孔
頴
達
疏
」
　
と
題
署
。
左
右
双

辺
　
二
九
二
一
×
一
二
・
四
糎
)
有
界
十
行
、
行
十
七
字
、
注
疏
文
小
字
双
行
、

行
約
廿
三
字
。
注
未
に
○
を
以
て
画
し
て
音
釈
を
附
し
、
そ
の
次
に
　
(
琉
)
　
の

単
行
大
字
の
標
識
を
以
て
疏
文
を
お
く
。
版
心
線
黒
口
双
黒
魚
尾
　
「
秋
充
幾

(
丁
付
)
」
、
上
象
鼻
に
稀
に
大
小
字
数
が
印
さ
れ
、
左
上
欄
外
に
　
「
某
幾
　
(
或

は
幾
年
)
」
　
と
記
せ
る
耳
格
が
あ
る
。
巻
二
一
の
第
一
五
-
一
八
、
二
三
丁
　
(
末

葉
)
　
の
上
象
鼻
に
　
「
文
」
、
巻
三
五
第
一
二
-
一
四
、
一
九
-
二
二
、
二
五
丁
の

上
象
鼻
に
　
「
先
」
、
巻
三
六
第
一
・
二
・
四
丁
の
上
象
鼻
に
　
「
目
」
　
と
刻
さ
れ
て

い
る
の
は
或
は
刻
工
名
か
。
欠
画
は
厳
格
で
は
な
く
、
玄
絃
朗
挺
弘
股
匡
筐
恒

貞
柏
微
風
桓
垣
完
観
講
慎
敦
郭
の
字
に
は
間
々
欠
筆
を
見
る
。
巻
二
〇
の
第
八

丁
表
欠
丁
。
巻
一
首
に
　
r
比
書
不
許
出
学
校
閣
外
憲
実
　
(
花
押
)
」
、
ま
た
ほ
ぼ

毎
巻
首
尾
に
　
「
足
利
学
校
公
用
」
或
は
　
「
足
利
学
校
之
公
用
也
」
　
の
検
事
墨
書

が
あ
り
、
巻
一
二
二
二
一
四
・
三
六
・
五
九
の
首
に
　
「
上
杉
安
房
守
藤
原
憲
実

寄
進
」
、
各
冊
末
に
　
「
上
杉
安
房
守
藤
原
憲
実
寄
進
　
(
花
押
)
」
　
の
学
校
設
立
者

た
る
憲
実
手
筆
の
施
入
識
語
が
存
し
、
毎
巻
首
に
概
ね
　
「
松
竹
清
人
」
　
の
印
記

が
鈴
さ
る
。

木
版
は
前
掲
の
足
利
学
校
旧
蔵
附
釈
育
毛
詩
註
疏
と
同
様
建
安
の
劉
叔
剛
の

刊
刻
に
な
り
、
所
謂
十
行
本
十
三
経
注
疏
合
刻
本
の
底
本
と
な
っ
た
も
の
で
、

次
掲
本
は
こ
の
覆
刻
で
あ
る
。
こ
の
本
は
字
様
が
や
や
偏
平
で
些
少
小
ぶ
り
の

葉
を
僅
か
な
が
ら
混
え
、
そ
れ
は
一
見
補
刻
の
如
く
見
え
る
。
し
か
し
こ
の
本

は
概
し
て
印
面
に
刷
り
む
ら
が
多
く
、
板
木
が
左
程
磨
滅
し
て
い
な
い
の
に
部

分
的
に
邁
週
の
箇
所
が
生
じ
て
い
る
所
を
考
え
合
せ
れ
ば
、
些
少
字
様
の
異
る

葉
と
他
と
の
間
に
印
面
上
原
刻
・
修
補
の
差
異
を
識
別
し
難
い
。
従
っ
て
修
の

よ
う
に
見
え
る
の
は
、
六
〇
巻
の
大
部
で
あ
る
か
ら
版
下
書
に
多
少
字
様
の
優

劣
不
斉
は
免
れ
難
い
こ
と
と
刷
り
む
ら
に
基
づ
く
も
の
で
、
後
修
と
看
倣
す
べ

き
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
但
し
巻
廿
九
の
第
十
五
・
十
六
、
十
九
-
廿
二
葉
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(
巻
末
)
、
巻
四
十
の
首
三
業
は
字
様
が
や
や
異
り
、
ま
た
印
面
も
格
別
美
し
い

か
ら
、
或
は
宋
末
元
初
間
の
修
に
非
ざ
る
か
の
疑
念
を
抱
か
し
め
る
が
、
こ
の

一
本
の
み
で
は
断
定
し
難
い
。
木
版
は
他
に
故
宮
博
物
院
蔵
本
　
(
存
巻
三
〇
以

下
、
十
二
巻
配
元
刊
十
行
本
、
拙
著
著
録
)
　
と
そ
れ
と
元
来
僚
巻
で
あ
っ
た
播

氏
宝
礼
堂
旧
蔵
北
京
図
書
館
現
蔵
本
　
(
存
首
二
九
巻
、
播
録
・
王
記
著
録
)
　
が

存
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
本
は
巻
一
に
は
室
町
期
の
失
点
朱
引
朱
圏
点
墨
筆

訓
点
、
巻
二
以
下
に
は
所
々
朱
点
朱
引
墨
訓
点
が
附
さ
れ
、
間
々
書
人
が
存
し
、

そ
の
一
部
は
厚
主
三
要
の
筆
で
、
三
要
手
筆
の
校
字
書
人
も
見
ら
れ
る
が
、
全

巻
に
亙
っ
て
別
筆
の
精
核
な
る
校
字
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
上
記
の
毛

詩
註
疏
の
そ
れ
と
同
様
山
井
・
根
本
両
人
の
七
経
孟
子
考
文
の
校
勘
の
際
の
書

人
と
思
わ
れ
る
。

「
十
行
本
」
　
が
　
「
宋
本
　
(
八
行
本
)
」
　
と
一
致
し
、
「
正
本
」
　
と
は
異
な
る
例
が
有
る

の
と
同
時
に
、
r
十
行
本
」
　
が
　
「
正
本
」
　
と
一
致
し
、
「
栗
本
」
　
と
は
異
な
る
例
も
ま

た
存
在
し
、
む
し
ろ
こ
の
例
の
方
が
多
く
、
「
十
行
本
」
　
が
　
「
八
行
本
」
　
を
祖
本
と
し

て
い
る
と
は
見
な
し
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。

劉
絃
『
春
秋
述
議
』
を
専
論
し
た
郡
瑛
『
劉
絃
規
杜
持
平
』
六
巻
(
南
育
書
院
叢
書

第
七
集
)
・
陳
照
晋
『
春
秋
規
過
考
信
』
三
巻
(
広
雅
書
局
叢
書
)
・
『
春
秋
述
義
拾
遺
』

八
巻
付
河
間
劉
氏
書
目
考
　
(
広
雅
書
局
叢
書
)
　
も
同
様
。

注
①
前
掲
拙
稿
参
照
。

若
干
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
辞
1
辞
　
断
1
断
　
爾
1
ホ
　
繁
1
係
　
胎
1
継

拙
稿
「
讃
五
経
正
義
札
記
(
二
)
　
」
　
(
東
洋
古
典
學
研
究
第
9
集
　
二
〇
〇
〇
)

)
)

(
本
稿
は
平
成
十
六
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
C
2
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
)
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